


































































きない注 3）｣ 程度の年 3000 フランを生活費として夫から受け









Stendhal and George Sand























































































の機をつかんだ。1826 年 10 月 18 日 ｢1 月 31 日から 2
月 8 日まで『オリヴィエ』の仕事をした｣ とメモしてい
る。当時『オリヴィエ』というタイトルはすべてを語る。
『アルマンス』の発売は 1827 年 8 月 18 日、著者匿名、
3 冊本 9 フラン、パリ、ユルバン・カネル書店、800 部（あ
るいは 1000 部）注 14）。
　興味深いのは、スタンダールは、この作品を匿名というか







































たのは、1839 年（スタンダールは 1842 年に亡くなっている）、






























































































































が、いくらか男性的で（un peu masculine ）、スタンダール




























0 0 0 0 0
、なによりもこの前のおまえの






















　［1813 年 4 月 13 日付書簡］
　
　そして、1813 年 7 月 26 日の書簡注 44）では、《Je te félicite 














ナ ･ ヴァニニ』（1829 年）では、美しいヴァニナが、傷つき
女に変装したピエトロ ･ ミッシリリに魅了される冒頭の場面























































































































命され、1830 年 11 月 6 日にパリを出発しトリエステに着任
するも、オーストリア官憲ににらまれていたこともあって、
1831 年 2 月 11 日には、ルイ ･ フィリップからチヴィタヴェッ
キア駐在フランス領事に任命されるのである。同じイタリア

























年 12 月 15 日、スタンダールはリヨンからマルセイユ行きの
ローヌ河の蒸気船に乗る。その際、埠頭でヴェネツィアに向
かうミュッセとサンドに出会い同行するのである。その夜、































































































































　私の病気の根本は次のことです。ジャン = ジャック ･
ルソー、ヴィルマン氏、あるいはサンド夫人の文体は、
たくさんの言うべきでない
0 0 0 0 0 0 0
こと、時としては多くの虚偽
を言っているように思われる。これはえらそうな言い方




の数点の作品とジョルジュ ･ サンドの 2，3
の小説、それからスーリエ氏が新聞に書く小説を除いて
は、私は活字になっている


















それでも、「ジョルジュ ･ サンドの２，３の小説」（quelques 








































坂本千代『ジョルジュ = サンド』清水書院、1997 年；
小坂裕子『自立する女　ジョルジュ ･ サンド』ＮＨ














George Sand, Histoire de ma vie , in Œuvres 










Didier , notice , p.357, in George Sand, Indiana , 
éd.Béatrice Didier,Gallimard, 1984.
ジャン = ルイ ･ ドブレ、ヴァレリー ･ ボシュネク
「ジョルジュ ･ サンド（1804-1876）　自由で平等な
社会の夢」西尾治子訳、『フランスを目覚めさせた
































































Voir Patrick Barbier, La Malibran Reine de l'opéra 
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